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特 集 人々の暮らしに立脚した防災へ

水
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災
力
強
化
を
め
ざ
し
て
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クラフトリンク
ノクシカタ展示・販売会開催

スタッフの想い
from ネパール

シャプラバ！
教諭・会員　真野 直亮さん

シャプラ文化部
ミルキーな美味しさ「ラスバリ」

東京マラソン2026チャリティ
お礼とご報告

シャプラ掲示板・事務局だより
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シャプラニールとは

「取り残さない、その小さな声を。」

戦争や大規模な自然災害など、
多くの人 を々苦しめる事件の裏で
日々 の暮らしそのものに
困難を抱えている人がいます。

そういった声なき声をすくい上げ、
一緒に感じ、考え、行動し
少しでも明日に希望が持てるよう、
ともに歩んでいくこと。

それがシャプラニールの考える
「誰も取り残さない」という精神です。

南の風 通巻308号（季刊）
2026年6月発行

発行人　村山真弓
発　行　認定NPO法人シャプラニール
	 ＝市民による海外協力の会
編集長　藤岡恵美子
編　集　勝井裕美・髙階悠輔・長瀬桃子　
デザイン　柴田篤元

Bangladesh

Myanmar

China

運動会と文化祭をあわせたイベントを実施。この日の日中
は、仕事から離れることができるため、皆が楽しみにしている
日である。イベントに向けて練習を重ねてきた歌や踊りを人
前で披露し、拍手をもらうという経
験は、少女たちの大きな喜びに。
雇い主も参加し、彼女らの自信に
満ちた表情を見て感動している様
子がうかがえた。

災害発生時に安全に避難所まで行けるように道路のかさ上
げ工事を行った。工事には、女性も多く参加し、土運びなど
の作業を通じて、一時的ではあるが雇用機会を得、防災への
関心も高めることにもつながった。
道路が整備されたことで、雨期で
も子どもたちは学校に通えるように
なるなど、防災以外の面でも効果
が見られた。

南アジアで身近にある素材や暮らしに息づく伝統を大切にした物づくり
を通じ、生産者の生活向上をめざす取り組み。オリジナル石けん「She
ソープ」の再販し、さらにパートナー生産団体
との連携を強化するとともに、今後は新たな
層への販売促進にも力を入れていく。2月に
はノクシカタ刺しゅうの展示会を開催し、多く
の来場者から好評を得た。

フェアトレードへの取り組み

2

1
ダッカ

2
ジェンダー視点による
地域防災力の強化

ダッカ市内　2006年～

クルナ県コイラ郡　2024年～

防災

児童労働

フェアトレード

バングラデシュ

2
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プロジェクト 最 新 情 報

　シャプラニールは、1972年に設立された南アジアと日本で貧困問題の解決に向けて活動する国際協力
NGOです。「すべての人々が持つ豊かな可能性が開花する社会」の実現をめざし、児童労働の削減、
災害に強い地域づくり、フェアトレードへの取り組み、多文化共生社会づくりの推進を行っています。

※情報は2026年4月時点

Nepal

India

チャイルドケア・ホームで過ごした経験のある若者の実
態調査から、彼らが抱える対人コミュニケーションや経
済的な課題が浮き彫りとなった。当事者が集まるワーク
ショップでチャイルドケア・ホー
ムの問題を社会全体で取り組
んでほしいといった声が集まっ
た。これらメッセージを今後の
啓発活動に活かしていく。

地方行政の連携のもと、重点的に支援を必要とする100
世帯を選定し、教育や医療、法的な支援を行っている。
生計向上につながる家畜の提供や職業訓練を通じて、
世帯収入の安定化も支援している。これまでに、子ども
が学校に通い続けられるように
なったり、保護者が子どもの教
育に関心を持つようになったり
と、成果が見られている。

1
学校、地方行政、地域の力で
児童労働の予防と削減 

3

チャイルドケア・ホーム
（子ども養護施設）出身の
若者当事者グループ支援

ネパール人子育て世帯向けおしゃべり会「チョウタリ」
を開催（36名参加）。日本で育つ子どもの将来を見据
え、在留資格とキャリア形成を結び付けて考える機会と
なった。在留資格制度の不安定さから長期的な将来
の計画を立てにくい中、正確な情報をもとに進路や就職
を選ぶ重要性を参加者間で共有した。

多文化共生社会づくり

2

1

カトマンズ

マクワンプール郡
ヘタウダ市、マナハリ村　
2024年～

3 カトマンズ盆地・スルケット郡
2025年12月

モラン郡
ウルラバリ市

2023年～

東京都新宿区大久保　
2022年～

児童労働

若者支援

多文化共生Japan

各集落のコミュニティ災害管理委員会を対象に、土堤や
蛇かごによる付帯護岸などの洪水対策インフラの修繕・
維持管理研修を2日間にわたり実施。コミュニティ全体の
防災力の強化が進み、土堤強
化のための植樹など、主体的な
取り組みが見られるようになっ
た。3月には、土堤などのインフ
ラをウルラバリ市に移譲した。

2
水害リスクに強いコミュニティ
づくり（⇒特集P4-6） 防災

ネパール

3



事
業
の
一
番
の
成
果
は
、
流
域
の

集
落
ご
と
に
結
成
し
た
C
D
M
C
を

通
じ
て
地
域
全
体
の
防
災
力
を
強
化

し
、
洪
水
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
た
こ
と

で
す
。
彼
ら
が
主
体
と
な
り
定
例
会
議

を
開
き
、
防
災
に
関
す
る
議
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
市
や
区
（
地
方
行
政
）
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
体
制

が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
に
よ
り
土
堤
が
崩
れ
る
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
た
と
き
に
は
土
の
う
で
補
強

し
た
り
、
農
業
用
水
路
の
取
水
口
の
周

り
で
子
ど
も
が
遊
ん
で
落
ち
な
い
よ
う

に
竹
で
囲
い
を
設
置
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
イ
ン
フ
ラ
を
自
分
た
ち
の
も
の
と

し
て
考
え
、
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
て

い
く
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
代
表
者
は
、「
災

害
へ
の
具
体
的
な
備
え
や
行
動
を
学

び
、
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
話

し
て
お
り
、
共
助
の
広
が
り
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の
中

身
や
川
の
水
位
が
上
が
っ
た
際
の
避
難

場
所
を
家
族
と
決
め
る
と
い
っ
た
、
自

助
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
同
市
で
洪
水
リ

ス
ク
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
（
※
）
の
強
化
を
め
ざ
し
、
２
河
川

の
流
域
を
対
象
に
ソ
フ
ト（
能
力
強
化
）

と
ハ
ー
ド
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
）
の
両
面

か
ら
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
集
落
・
地
方
行
政

の
防
災
力
強
化
の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
災
害
管
理
委
員
会
（Com

m
unity 

Disaster M
anagem

ent Com
m

ittee

、

以
下
C
D
M
C
）
の
定
例
会
議
の
開

催
支
援
や
、防
災
研
修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、学
校
に
は
、

防
災
学
習
の
機
会
を
設
け
、
地
域
住
民

と
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。一
方
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
日
本
人
技
術
専
門
家

の
協
力
の
も
と
河
川
両
岸
に
土
堤
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
を
設
置
。
事
業
終
了
後
も

適
切
に
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
研
修
を

行
い
、
そ
の
た
め
の
基
金
づ
く
り
も
支

援
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
防
災
を
地
域
の
総
合
的

発
展
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
考
え
、
洪

水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
世
帯
を
対
象

に
非
常
持
ち
出
し
袋
や
避
難
計
画
の
作

成
を
支
援
し
た
ほ
か
、
農
業
研
修
、
農

業
用
水
路
の
修
繕
も
実
施
し
ま
し
た
。

人々の暮らしに立 脚した防 災へ
特 集

自
助
と
共
助
の
力
を
育
む

ネパールの平野部、モラン郡ウルラバリ市での洪水防災事業が2026年5月に終了しました。
本特集では3年間の事業を振り返り、成果と課題を報告します。

文／ネパール事務所長　横田 好美

※防災においては、災害による被害を最小限に抑え、被災後、速やかに社会の機能を回復させる力を意味する。

ネパールの日常風景。
整備された土提で洗濯
ものを干す家族

帰宅後のお香に癒されています（東）／3度目の正直でバラの挿し木に成功しました！（小川） 4



特
集

人
々
の
暮
ら
し
に
立
脚
し
た
防
災
へ

２
０
２
３
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
チ

ト
ワ
ン
郡
で
の
事
業
に
お
い
て
も
、
地

域
の
人
々
は
洪
水
リ
ス
ク
が
低
減
し
た

と
わ
か
る
と
、
生
計
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
場
所
で
農
業

や
家
畜
の
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。
た
び

た
び
氾
濫
被
害
に
遭
っ
て
い
た
本
事
業

地
に
お
い
て
も
、
事
業
開
始
前
に
は
利

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
土
地
が
次
々
と

耕
さ
れ
、
新
た
な
住
宅
や
住
居
兼
店
舗

が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
整
備
し
た
土
堤
は
住
民
た
ち

か
ら
は
新
た
な
「
道
路
」
と
し
て
活
用

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が
遠
回
り
せ
ず

に
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
農
業
収
入

に
加
え
て
、
オ
ー
ト
リ
キ
シ
ャ
（
三
輪

の
自
動
車
タ
ク
シ
ー
）
を
購
入
し
、
新

た
な
生
計

手
段
と
し

て
収
入
を

得
る
人
も

い
ま
す
。

一
方
で
、
各
活
動
の
内
容
は
地
域
の

実
情
や
人
々
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
把
握

す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
に
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
気
候
変
動
に
関
す
る
研
修

内
容
は
参
加
し
た
子
ど
も
に
と
っ
て
難

し
す
ぎ
な
か
っ
た
か
。
避
難
訓
練
は
形

式
的
な
も
の
に
な
ら
ず
に
、
川
の
水
が

本
当
に
溢
れ
た
と
き
を
想
定
で
き
て
い

た
か
。
私
た
ち
の
事
業
だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
で
の
防
災
の
取
り
組
み
を
活
か
し

つ
つ
、
地
域
に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
う

工
夫
が
も
っ
と
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
支
援
対
象
を
選
べ
て

い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
課
題
を
感

じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
事
業
開
始
当
初

は
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
が
農
業
技
術
研
修

の
参
加
者
を
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、
Ｃ

Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ

れ
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
会
議
で
メ
ン
バ
ー
た

ち
が
参
加
者
を
決
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
主

体
性
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
も
の
の
、

本
当
に
研
修
が
必
要
な
人
の
参
加
が
漏

れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
私
た
ち
が
明
確
に
対

象
者
の
特
徴
を
定
義
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
事
業
開
始
前

の
調
査
で
地
域
の
状
況
や
住
民
の
日
常

生
活
を
深
く
理
解
し
た
う
え
で
、
事
業

立
案
を
行
う
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

洪
水
リ
ス
ク
軽
減
に
よ
る

生
活
の
変
化

ニ
ー
ズ
把
握
の
解
像
度
を

上
げ
る
必
要
性

ハザードマップについて
話し合うCDMCの会議

土提を走るオートリキシャ

川の水位計と住民が書いた洪水リスクから
身を守ろうというメッセージ

土提は通学路としても利用されている

予期せぬ
変化と課題

電車の乗継を教えたネパール若者、きちんと着けた？（勝井）／宇宙の成り立ちについて考えることが好きです（亀田）5



ト
マ
ト
も
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す

私
は
夫
と
二
人
で
川
の
そ
ば
の

集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。
一

人
娘
は
海
外
で
働
い
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
ト
マ
ト
を
中
心
に
野
菜
を
栽
培
・

販
売
し
、
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
ま

す
。
夫
は
農
業
研
修
に
参
加
し
、
栽
培

に
適
し
た
時
期
や
堆
肥
の
作
り
方
、
そ

れ
ぞ
れ
の
野
菜
に
つ
き
や
す
い
害
虫
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

か
げ
で
ト
マ
ト
の
収
穫
量
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
す
で
に

１
０
０
キ
ロ
以
上
の
ト
マ
ト
を
収
穫
で

き
て
お
り
、
１
万
ル
ピ
ー
（
１
ネ
パ
ー

ル
ル
ピ
ー=

約
１
・
０
６
円
）
以
上
の

収
入
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
の
堤
防
工
事
の
後
、
土
地
を
買

い
、
家
を
建
て
ま
し
た
。
川
が
近
く
に

あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
先
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
災
害
管
理
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

左）収穫したばかりの新鮮なトマト
右）グルンさんの畑

Inter view

コ
ー
マ
ル
・
ク
マ
リ
・
グ
ル
ン
さ
ん

結
び
に
変
え
て	

横
田
好
美

事
業
期
間
中
、
大
雨
で
洪
水
リ
ス
ク
が
高
ま

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
C
D
M
C
主
導

に
よ
る
土
堤
の
補
強
や
緊
急
連
絡
網
を
活
用
し

た
水
位
上
昇
の
連
絡
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
防

災
行
動
に
よ
り
、
大
き
な
被
害
を
防
げ
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
各
集
落
の
C
D
M
C
同
士
の
連
携
強
化

の
た
め
に
代
表
者
た
ち
が
自
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
織
し
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
自
信
を
も
っ
て
他
者
に
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
す
ば
ら
し
い
変
化
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
同
じ
住
民
と
い
っ
て
も
、
洪

水
リ
ス
ク
は
家
族
構
成
や
経
済
力
、
社
会
的
地

位
な
ど
に
よ
り
異
な
る
は
ず
で
あ
り
、
世
帯
ご

と
の
特
徴
を
も
っ
と
考
慮
し
た
活
動
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
課
題

が
残
り
ま
し
た
。
行
政
と
住
民
が
協
力
し
て
一

人
ひ
と
り
の
当
た
り
前
の
暮
ら
し
を
守
れ
る
よ

う
に
な
る
こ

と
を
め
ざ
し

て
、
今
後
も

活
動
を
続
け

て
い
き
た
い

で
す
。

グルンさんと事業スタッフらと
筆者（左から二人目）

特
集

人
々
の
暮
ら
し
に
立
脚
し
た
防
災
へ

今年は新しいことに挑戦できそうな予感（佐々木）／今年は各種ベリーを収穫できるのか（ジェームス） 6


